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編 集 後 記

�法然仏教学研究センター紀要�第�号が発刊されたのでお届けします。

本号には翻訳・翻刻三篇、そして東京大学大学院人文社会系研究科教授 頼住光子先生によ

るご講演の記録を収録しております。頼住先生にはご多忙の中、原稿の確認をしていただきま

した。篤く御礼申し上げます。頼住先生は、道元の思想研究において日本の大乗仏教という観

点の必要性を感じ、そこから大乗仏教の思想家としての法然に着目しておられます。今回のご

講演では、狭隘になりがちな法然浄土教研究に対して広い視野を与えてくださっています。

翻訳・翻刻は、いずれも各研究班による研究活動の成果です。平成から令和へと元号は変わ

りましたが、研究の基礎は地道な積み重ねであるという本研究センターの方針は変わることは

ありません。今後とも皆さまのご協力とご指導を頂きたくお願い申し上げます。

刊行に際しましては、学術支援課職員の皆さまには大変お世話になりました。末尾ながら記

して感謝申し上げます。 （市川定敬）
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